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ではないかと思います。   
以下、本年度の活動を簡単に記していきます。  
4月3～5日 春合宿   
本年度の春合宿は、先生の地元である広島で行われました。合宿では例年薄めのテキス  
ト数冊を用いていま1したが、本年度は前期学習予定だった国際貿易の事前準備として、「入  




前期   
例年通り、テキスト「国際経済Ⅰ国際貿易」（クルグマン・オブズフェルド著 新世社）  
の輪読が行われました。発表者以外も巻き込んだ議論になったこともあるにはありました  
が、量・質とも十分ではなかったと思います。詳細な日程と内容は以下の通り。  
4月18日 労働生産性と比較優位：リカード・モデル  
25日 特殊要素と所得配分  
5月 9日 資源と貿易：へクシヤー＝オリーン・モデル   
16日 貿易の基本モデル  
23日 規模の経済、不完全競争と国際貿易  
30日 上の続き  
6月 6日 国際要素移動 く  
13日 地域経済問題  
20日 貿易政策の手段   
27日 貿易政策の政治経済  
7月 4日 発展途上国における貿易政策   
11日 先進国における産業政策  
－86－   









員が関心を持って議論に参加できるような発表内容、問題提起が来年以降の課題です。   
使用テキスト：アジア安定通貨圏（村瀬曹司著 けい草書房）  
アメリカ経済の繁栄は続くか（佐藤裕一・永井靖敏著 東洋経済新報社）  




後期   
夏合宿でできなかった部分（入門■国際経済学の一部）を行った後は、インゼミ対策の  
プレゼンをアメリカ班、アジア班交互に行いました。各々の班がサブゼミで勉強したこと  






10月 3日 開放マクロ経済学の基礎  
10日 為替レートと経常収支  
17日 間放下のマクロ経済政策運営  
10月24日～12月4日 インゼミ対策  
インゼミ日程  
11月18日 村高崎経済大学央野ゼミナール ディベート  
25日 対関西学院大学鈴木ゼミナール ディベート  
－87－   
12月 2日 大阪大学阿部ゼミナール 合同勉強会  
9日 神戸藤田ゼミ・同志社藤原ゼミ・明治高浜ゼミ 合同勉強会  
参加者   
高経珪：藤中（康）、サムナン、斎藤、清水、伊澤、バイラ、畑中、河村、竹内、西海   
関学班：酒井、木崎、チョウ、大塚、熊野、櫻本、城山、山村   
阪大班：藤中（智）、舟橋、熊野、模本   
4大学合同ゼミ：藤中（康）、サムナン、清水、伊澤、バイ 



















れれば幸いです。   
新世紀も「進化し続ける」ゼミであることを願います。  
年間皆勤者：藤中（康）、熊野、西海  
－88－   
